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１．はじめに         

本校は９０年を超える長い歴史があり、

校舎の劣化がとても目立つようになりまし

た。私たちはそこに注目し、校舎の危険箇

所・劣化状況を一つの資料にまとめること

にしました。そして、その資料を将来の修

繕に利用してもらえるような作品を目指し

て製作を行いました。 

写真１ 校舎外観 

 

２．１２条点検報告書の製作 

【１】１２条点検とは 

 建築物に期待され、要求されている諸機

能を維持保全するとともに定期的に損傷、

腐食その他の劣化の状況に係る点検を義務

付け建築物の安全確保の徹底を期すもので

す。適正な維持保全を怠ると建築基準法に

不適合になります。施設（建物、設備、工

作物）は年月の経過により劣化し不具合を

起こします。放置すると重大事故に繋がり

ます。「安心、安全な施設」を維持管理する

ために予防保全の観点から日常的・定期的

に点検を行わなければなりません。  

 

【２】外壁の構造：なぜ外壁が剥がれる？ 

  本校の外壁はコンクリートでできており、

その表面には塗装がされています。そのコ

ンクリートと塗装面の間に雨などで水が浸

入し、隙間ができることで外壁に浮きが生

じ、外壁が剥がれてしまうのです。 

写真２ 外壁の剥がれているところ 

 

【３】点検内容（位置、何を、どのように） 

 まず始めに校舎の劣化している箇所の写

真を撮るために校舎をすべて周りました。

そこで撮った場所の良くない点を配置図に

メモをして資料まとめに活用しました。ど

のように点検したかというと、打診棒とい

う壁や柱、梁における表層（モルタル）部

分の浮きを調べる道具や、クラックスケー

ルという壁のひび割れの厚さを測る道具な



どを使って調べていきました。 

 

写真３ 左：打診棒 右：クラックスケール 

 

【４】報告資料作成 

元からある点検結果票に校舎を点検し見

えてきた劣化箇所の状況や対策、改善策に

ついてまとめました。それには、外壁など

の塗装の剥がれのようなわかりやすいもの

から、開口部のベンチレーターというあま

り聞かないものまでも記入しなければなら

ない項目もありました。また、劣化でも軽

いものから重いものまであることが分かり

ました。そこで、指摘項目判定表をもとに

劣化度や今後の対策における優先度を自分

達なりに考えました。それら全てをまとめ

ていき報告資料が完成します。 

写真４ 資料作成風景 

 

【５】今後の対策 

 私たちが点検を行いすぐにでも直さなけ

ればいけないと考えたところは機械科棟の

機械加工実習室１の床部分の大きなひび割

れ（写真５）や、東舎のラウンジルーム 1・

2の柱や壁、梁部分の浮きや亀裂（写真６）

のところです。これらのような劣化の状況

が非常に悪いところを中心に早めの修繕依

頼をしていきたいです。また、地震などの

災害が起きたとしても、被害を最小限に収

めるために収納棚の固定や防火扉のスムー

ズな開閉、廊下の幅の確保など、私たちに

もできるようなことがあれば進んで行って

いきたいです。 

写真５（左） 写真６（右） 

 

３．まとめ  

私たちはこの課題研究を通して多くのこ

とを学ぶことが出来ました。普段の授業で

は学ぶことのできない１２条点検について

調べた後、資料作成をすることから始め、

それにのっとって校内点検を行いました。 

大掛かりな作業の為、一人一人が自分の役

割を把握し、全員で協力しながら作業して

いきました。また、ミスがないように何回

もチェックしたり、ただ作るだけでなく、

資料を見る人が見やすいように手直しを行

ったりして、よりよい資料を皆で作ること

ができたと思います。事務職員さん、この

資料を参考に学校の安全管理に役立ててい

ただければ幸いです。 

 

写真７ 写真８ 


